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平成１７年度第４回

北陸地方整備局事業評価監視委員会 議事概要

１．日 時 平成１８年２月１３日（月）９時１０分～１２時００分

２．場 所 新潟ワシントンホテル ４Ｆ「大和・西の間」

３．出席者

委 員：西澤委員長、玉井委員長代理、大島委員、北浦委員、

永山委員、松本委員、丸山委員、安田委員

北陸地整：局長、次長、次長兼総務部長、企画部長、河川部長、

道路部長、港湾空港部長、営繕部長、用地部長 他

４．審 議

(1)道路事業、港湾事業の再評価の審議

(2)官庁営繕事業の事後評価の審議

５．審議結果

(1)道路事業の再評価の審議

以下の３事業について審議した結果、北陸地方整備局の再評価及び対応方針

（原案）は妥当である。

①一般国道７号新新バイパス

○対応方針（原案）

・事業の継続

②一般国道新発田拡幅

○対応方針（原案）

・事業の継続

③一般国道８号白根バイパス

○対応方針（原案）

・事業の継続

(２)港湾事業の再評価の審議

以下の事業について審議した結果、北陸地方整備局の再評価及び対応方針

（原案）は妥当である。

①直江津港港口地区防波堤整備事業

○対応方針（原案）

・事業の継続
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(３)官庁営繕事業の事後評価の審議

以下の事業について審議した結果、北陸地方整備局の事後評価及び対応方針

（案）は妥当である。

①小松合同庁舎

○対応方針（案）

・今後の事後評価の必要性はない。

・改善措置の必要性はない。ただし、今後とも実態を把握し必要なフォロー

アップを行う。

・同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性は、事業

の効果を検証しつつ、今後も庁舎の合同化計画を推進する。

６．報 告

○北陸地方ダム等管理フォローアップ委員会審議結果の報告

７．報告結果

○北陸地方ダム等管理フォローアップ委員会審議結果の報告

以下の事業について、フォローアップ委員会の審議で了承された旨、報告が

あった。

①手取川ダム貯水池水質保全事業

②宇奈月ダム建設事業


